
日
中
友
好
協
会
第
66
回
大
阪
府
連

大
会
は
、
７
月
５
日
、
国
労
大
阪
会

館
で
35
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
渡
辺
会
長
「
コ
ロ
ナ
状
況
の
中
、

開
催
で
き
ま
し
た
。
７
月
７
日
盧
溝

橋
事
件
か
ら
９
月
18
日
柳
条
湖
事
件

ま
で
を
不
再
戦
月
間
と
し
、
再
び
同

じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
運

動
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
開
会
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

来
賓
の
前
田
清
兵
庫
県
連
会
長
が

「
関
西
ト
ッ
プ
の
開
催
で
す
、
注
目

は
香
港
問
題
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
26
団
体
か
ら
寄
せ
ら

れ
、
中
国
大
阪
総
領
事
館
・
何
振
良

新
総
領
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
・

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
活
動
報
告
と
２
０

２
０
年
度
活
動
の
進
め
方
を
松
尾
理

事
長
が
報
告
・
提
案
、
決
算
・
予
算

案
・
会
計
監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
提

案
さ
れ
平
松
議
長
の
の
進
行
で
討
論

に
入
り
ま
し
た
。
各
種
議
案
や
大
会

宣
言
を
拍
手
で
確
認
し
、
新
役
員
を

選
出
、
山
本
恒
人
副
会
長
が
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
10
名
が
会
員
拡
大
や
、

支
部
活
動
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

初
参
加
・
富
田
林
に
も

支
部
結
成
を
と
発
言

中
国
と
の
か
か
わ
り
は
富
田
林
で

市
会
議
員
の
活
動
を
す
る
中
、
中
国

人
か
ら
次
々
と
生
活
相
談
が
寄
せ
ら

れ
、
中
国
か
ら
の
視
察
団
受
け
入
れ

や
、
大
学
の
研
究
者
や
企
業
の
紹
介

な
ど
の
取
り
組
み
か
ら
で
す
。

西
安
の
ユ
ネ
ス
コ
鼓
楽
団
の
招
待

で
は
、
中
国
の
テ
レ
ビ
に
も
出
演
、

大
阪
春
節
祭
で
は
第
１
回
か
ら
、
総

領
事
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
招
待
さ
れ

ま
し
た
。

大
先
輩
の
藤
後
さ
ん
や
、
市
内
在

住
の
中
国
人
医
師
や
大
学
教
授
、
友

好
交
流
に
参
加
し
た
い
人
、
若
い
人

た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
堺
支
部
の

援
助
を
い
た
だ
い
て
、
富
田
林
支
部

結
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
堺
支
部
・
岡
田
英
樹
）

女
性
部

映
画
会
や
学
習
会

感
想
会
は
豊
か
な
交
流

２
０
１
６
年
５
月
の
再
建
以
来
、

事
務
局
会
議
と
運
営
委
員
会
を
定
例

化
し
、
女
性
部
の
特
性
を
い
か
し
た

学
習
や
行
事
、
交
流
会
な
ど
計
画
を

立
て
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
取

り
組
み
へ
の
参
加
よ
び
か
け
は
、
女

性
会
員
に
と
ど
ま
ら
ず
男
性
会
員
や

会
員
外
に
も
広
げ
、
会
員
外
の
参
加

者
も
増
え
ま
し
た
。

活
動
の
柱
と
し
て
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
日
本
は

中
国
で
何
を
し
た
か
」
を
テ
キ
ス
ト

に
、
小
規
模
な
学
習
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
二
つ
は
、
青
年
と
と
も
に
実

行
委
員
会
を
重
ね
、
10
月
14
日
の
第

１
回
の
「
變
臉
（
へ
ん
め
ん
）
こ
の

手
に
櫂
を
そ
え
て
」
の
上
映
会
は
満

席
の
40
名
で
大
成
功
で
し
た
。
当
日

は
中
国
映
画
に
詳
し
い
方
か
ら
映
画

の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
代
表
の
豊
か
な
感
性
が
チ
ラ
シ

に
も
反
映
さ
れ
、
主
催
者
と
し
て
の

青
年
の
あ
い
さ
つ
も
好
評
で
し
た
。

鑑
賞
後
の
感
想
会
と
懇
親
会
で
は

映
画
談
議
は
も
ち
ろ
ん
世
代
を
こ
え

て
交
流
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に

年
２
回
の
上
映
会
を
取
り
組
む
事
に

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
で
活
動
が
中
断
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
延
期
と
な
っ
た
取
り
組
み

と
「
中
国
茶
を
楽
し
む
会
」
の
第
２

弾
は
実
現
の
方
向
を
探
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
女
性
会
員
の

拡
大
に
も
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
常
任
理
事
・
浅
田
美
奈
子
）

特
別
発
言

中
国
情
勢
と

香
港
問
題
に
つ
い
て

中
国
の
情
勢
・
香
港
状
況
の
基
本

的
な
見
か
た
を
副
会
長
山
本
恒
人
（
大

阪
経
済
大
学
名
誉
教
授
）
が
発
言
、

①

香
港
の
状
況
（
国
家
安
全
法
）

「
香
港
基
本
法
＝
一
国
二
制
度
」
の

遵
守
は
国
際
的
責
務

②

中
国
の
情
勢
（
全
人
代
の
特
徴
）

７
月
５
日
の
日
中
友
好
新
聞
１
面

ト
ッ
プ
に
、
５
月
末
開
催
の
全
人
代

会
議
の
内
容
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

東
大
阪
支
部
の
坂
手
日
登
美

さ
ん
は
中
国
武
漢
の
劇
作
家
沈
虹
光

の
紹
介
と
会
員
拡
大
の
経
験
報
告
。

西
支
部
の
松
原
弥
寿
夫
さ
ん
は
、

こ
の
１
年
間
の
５
原
則
に
も
と
づ
く

支
部
活
動
と
、
会
員
70
名
を
目
標
に

し
て
い
る
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
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大
阪
府
連
合
会

第
66
回
大
会
開
く

中
国
へ
の
関
心
に
応
え
友
好
を
深
め
よ
う

会
長
・
渡
辺
武
、
副
会
長
・
山
本
恒
人
。

理
事
長
・
松
尾
豊
。
副
理
事
長
・
片
山

英
徳
。
事
務
局
長
・
近
藤
好
幸
。
事
務
局

次
長
・
澤
野
井
公
夫
。

常
任
理
事
・
浅
田
美
奈
子
、
石
井
勉
、

恒
岡
正
勝
、
西
脇
義
彦
、
浜
正
幸
、
平
松

悦
雄
、
松
原
弥
寿
夫
。

理
事
・
浅
田
勝
美
、
荒
崎
博
、
上
村
康

夫
、
尾
中
妙
子
、
小
部
修
、
栗
山
俊
子
、

早
乙
女
実
、
坂
手
日
登
美
、
佐
藤
倫
理
、

土
井
一
正
、
西
澤
信
善
、
登
り
山
和
希
、

藤
崎
光
子
、
藤
田
大
輔
、
前
田
尋
、
森
西

武
志
。

会
計
監
査
・
伊
藤
滋
高
、
西
本
博
文
。

顧
問
・
石
川
元
也
、
小
林
徳
子
、
藤
後
博

巳
。
参
与
・
西
村
成
雄
、
村
田
は
な
子
。

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
・
何
振
良
、

日
本
共
産
党
衆
院
議
員
清
水
忠
史
、
日
本
共
産

党
前
衆
院
議
員
宮
本
岳
志
、
日
本
共
産
党
参
院

議
員
山
下
よ
し
き
、
日
本
共
産
党
前
参
院
議
員

辰
巳
コ
ー
タ
ロ
ー
、
日
本
共
産
党
参
院
議
員
大

門
み
き
し
、
日
本
共
産
党
大
阪
府
国
政
対
策
委

員
長
わ
た
な
べ
結
、
日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議

員
団
、
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
、

新
婦
人
大
阪
府
本
部
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協

会
大
阪
府
連
合
会
、
日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大
阪
、

大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委
員
会
、
日
本
ユ
ー
ラ
シ

ア
協
会
大
阪
府
連
合
会
、
大
阪
商
工
団
体
連
合

会
、
大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会
、
進
歩
と
革

新
を
め
ざ
す
大
阪
の
会
、
非
核
の
政
府
を
求
め

る
大
阪
の
会
、
民
主
主
義
と
人
権
を
守
る
府
民

連
合
、
関
西
勤
労
者
教
育
協
会
、
日
本
機
関
誌

協
会
大
阪
府
本
部
、
道
修
商
事
株
式
会
社
、
大

阪
府
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合
、
大
阪
自
治
体

労
働
組
合
総
連
合
、
関
西
共
同
印
刷
労
働
組
合
、

日
本
中
国
友
好
協
会
会
長
・
井
上
久
士
、

兵
庫
県
連
合
会
、
福
岡
県
連
合
会
、
都
城
支
部
、

京
都
府
連
合
会
、
奈
良
支
部

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新

役

員

紹

介
（
敬
称
略
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
26
団
体
と

政
党
か
ら
頂
き
ま
し
た

日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪
府
連
合

会
は
、
７
月
５
日
、
第
66
回
大
会
を

国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

大
会
に
は
、
35
名
の
会
員
が
つ
ど

い
、
昨
年
６
月
の
大
会
以
降
の
不
再

戦
・
平
和
活
動
、
他
団
体
や
旅
行
を

通
じ
た
友
好
交
流
活
動
、
漢
文
漢
詩

講
演
会
・
中
国
映
画
鑑
賞
・
き
り
え

制
作
・
太
極
拳
普
及
な
ど
の
文
化
活

動
、
仲
間
ふ
や
し
、
中
国
百
科
検
定

受
験
講
座
や
中
国
情
勢
の
学
習
活
動

な
ど
、
は
ば
ひ
ろ
い
友
好
運
動
が
、

各
支
部
、
女
性
部
と
青
年
な
ど
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
で
新
た
に
日
中
友
好

運
動
に
加
わ
っ
た
人
た
ち
は
57
名
、

２
０
１
５
年
７
月
以
降
、
60
か
月
連

続
で
新
し
い
会
員
を
迎
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
自

粛
要
請
で
、
行
事
、
会
議
の
中
止
・

延
期
・
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
会
発
言
で
、
中
国

支
援
の
緊
急
募
金
活
動
、
支
部
会
員

へ
電
話
で
の
「
お
元
気
で
す
か
」
の

呼
び
か
け
活
動
な
ど
創
意
あ
る
取
り

組
み
、
市
民
の
中
に
日
中
友
好
を
ひ

ろ
げ
る
た
め
の
仲
間
ふ
や
し
活
動
、

さ
ら
に
各
支
部
か
ら
は
、
「
活
動
の

５
原
則
」
に
基
づ
く
豊
か
な
実
践
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
、
10
月
の
協
会
創
立
70
周
年

記
念
行
事
、
12
月
の
「
南
京
の
記
憶

を
つ
な
ぐ
」
つ
ど
い
を
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
11
月
29
日
の
第
８

回
と
２
０
２
１
年
３
月
20
日
の
第
９

回｢

中
国
百
科
検
定｣

の
成
功
の
た
め
、

学
習
サ
ロ
ン
「
日
中
カ
フ
ェ
」
の
開

催
や
受
験
講
座
、
分
野
別
学
習
な
ど

に
も
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

香
港
問
題
で
は
、
「
国
際
紛
争
の

平
和
的
な
話
し
合
い
を
主
張
し
て
き

た
中
国
が
、
平
和
を
願
う
大
国
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
心
か
ら

願
い
、
力
で
な
い
平
和
的
な
話
し
合

い
に
よ
っ
て
事
態
が
打
開
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
」
と
の
田
中
本
部

理
事
長
談
話
の
立
場
で
協
会
と
し
て

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
は
日
中
友
好
協
会
創
立
70
周

年
の
年
。
府
民
の
中
国
へ
の
関
心
に

応
え
る
多
彩
な
活
動
、
支
部
づ
く
り

を
進
め
、
と
り
わ
け
大
阪
で
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
よ
り
も
大
阪
市
つ
ぶ
し
に

躍
起
に
な
っ
て
い
る
安
倍
「
改
憲
」

の
協
力
者
、
お
お
さ
か
維
新
政
治
と

の
闘
い
を
強
め
る
決
意
を
あ
ら
た
に

し
、
強
大
な
大
阪
府
連
め
ざ
し
奮
闘

す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
７
月
５
日

日
本
中
国
友
好
協
会

大
阪
府
連
合
会
第
66
回
大
会

大

会

宣

言

（
一
部
略
）



泉
州
・
堺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
会

「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
を
考
え
る
」

話
題
・
資
料
提
供

楠
本
辰
作
さ
ん

７
月
16
日
（
木
）
２
時
か
ら

堺
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

東
大
阪
支
部
総
会

７
月
17
日
（
金
）
２
時
か
ら

東
大
阪
市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室
１
（
３
階
）

高
井
田
元
町
１-

２-

１
３

近
鉄
永
和
駅
下
車
２
分

現
代
中
国
学
習
会

コ
ロ
ナ
感

染
症
と
中
国
の
こ
れ
か
ら

安
井
三
吉

神
大
名
誉
教
授

７
月
18
日
（
土
）
２
時
か
ら

東
灘
文
化
セ
ン
タ
ー
８
階
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中
学
校
教
科
書
の
採
択
問
題
が
、

大
阪
府
下
維
新
市
長
の
市
、
特
に

堺
市
が
焦
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
賛
美
の
育
鵬
社
歴
史
教
科
書

は
大
阪
府
下
で
５
つ
の
市
で
採
択

さ
れ
、
大
阪
府
の
中
学
生
の
20
％

が
使
用
し
て
い
ま
す
。
堺
支
部
の

取
り
組
み
と
し
て
、
学
習
や
情
報

提
供
、
教
科
書
展
示
会
へ
参
加
し
、

意
見
を
書
く
こ
と
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
要
請
書
を
市
教

委
へ
提
出
し
ま
す
。
府
連
と
し
て

の
取
り
組
み
を
要
請
し
ま
す
。

経
営
者
と
お
話
す
る
と
、
「
中

国
は
ひ
ど
い
も
の
だ
！
」
「
中
国

共
産
党
の
独
裁
は
最
悪
！
怖
い
！
」

等
の
声
が
溢
れ
ま
す
。
わ
た
し
か

ら
、
「
中
国
は
、
社
会
主
義
ど
こ

ろ
か
共
産
党
王
朝
だ
と
中
国
の
方

言
っ
て
い
ま
す
。
」
「
言
論
の
自

由
が
無
い
社
会
主
義
な
ど
偽
物
だ
！
」

と
い
う
と
「
そ
れ
を
聞
い
て
安
心

し
ま
し
た
。
」
の
言
葉
が
返
っ
て

き
ま
す
。

中
国
が
嫌
い
で
も
い
い
が
、
隣

国
で
あ
り
引
っ
越
し
は
で
き
な
い
。

こ
の
状
況
下
で
日
中
友
好
を
ど
う

進
め
る
の
か
！
を
、
私
た
ち
会
員

が
考
え
行
動
す
る
の
が
大
切
で
す
。

中
国
領
事
館
と
の
懇
談
会
を
、

年
に
１
回
出
来
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
浅
田
勝
美
）

映
画
は
満
席
に
し
て
見
る
も
の
、

し
か
し
現
在
は
空
席
を
作
っ
て
自

ら
の
利
益
を
失
い
な
が
ら
の
上
映

で
す
。
映
画
「
時
の
行
路
」
は
、

い
す
ず
自
動
車
で
の
１
４
０
０
人

の
解
雇
を
、
裁
判
で
は
負
け
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
勝
ち
ま
し
た
。

十
三
第
七
芸
術
劇
場
で
７
月
25

日
か
ら
上
映
。

（
一
芝
竹
夫
）

コ
ロ
ナ
問
題
と
香
港
問
題
で

中
国
政
府
へ
の
感
情
は
、
最
悪
の
事
態
に

６
月
28
日
、
西
支
部
「
き
り
え

で
創
る
う
ち
わ
講
習
会
」
が
開
か

れ
、
10
名
が
参
加
し
近
藤
講
師
の

指
導
で
、

ブ
ド
ウ
の

絵
柄
を
熱

心
に
型
紙

に
あ
わ
せ

て
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
を

操
り
う
ち

わ
に
仕
上

げ
ま
し
た
。

映
画

時
の
航
路

上
映

十
三

七
芸
を
満
席
に

西
支
部

き
り
え
で

創
る
う
ち
わ
講
習
会

５
月
28
日
、
全
人
代
で
香
港
の

「
国
家
安
全
法
制
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
同
法
で
は
香
港
で
の
国

家
分
裂
行
動
、
政
府
転
覆
、
外
国

勢
力
の
関
与
、
さ
ら
に
組
織
的
テ

ロ
活
動
な
ど
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
行
わ
れ

た
逃
亡
犯
引
渡
し
条
例
に
反
対
す

る
抗
議
行
動
を
、
中
国
政
府
は
外

国
勢
力
の
関
与
に
よ
る
不
法
な
組

織
的
テ
ロ
行
為
、
国
家
分
裂
活
動

と
見
な
し
、
安
全
法
が
不
可
欠
と

し
て
い
ま
す
が
、
国
際
世
論
は
強

く
反
発
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
中
国
の
国
家
安
全
当
局

が
香
港
に
配
置
さ
れ
て
監
視
活
動

を
行
う
こ
と
な
ど
が
安
全
法
に
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
香

港
で
は
激
し
い
抗
議
行
動
が
繰
り

返
さ
れ
る
事
態
に
至
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
香
港
の
将
来
は
香
港
市
民

だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
１
国
２
制
度
」
の
破
綻
は
中
国

本
土
と
香
港
両
市
民
間
の
信
頼
の

醸
成
を
妨
げ
、
日
本
に
お
け
る
反

中
感
情
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を

強
く
懸
念
し
ま
す
。
国
際
紛
争
の

平
和
的
な
話
し
合
い
に
よ
る
解
決

を
主
張
し
て
き
た
中
国
が
、
平
和

を
願
う
大
国
と
し
て
の
責
任
を
果

た
す
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
力
で

は
な
い
平
和
的
な
話
し
合
い
に
よ
っ

て
事
態
が
打
開
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。
（
６
月
16
日
）

全
人
代
で
の
「
国
家
安
全
法
制
」

決
定
に
関
す
る
本
部
田
中
義
教
理
事
長
談
話

抜
粋

本部主催の合宿も年4回実施し、2月の全国種目別合宿ごろま

で順調にみえた太極拳活動も、コロナ感染で全国的休講に追い

込まれました。6月頃から東大阪、西、守口、富田林、淀川地区

などで教室が少しずつ再開されています。大阪府連の太極拳委

員会も6月に再開、西支部では再開準備の為の講師団のネット会

議を2回行いました。ネットでの会議は感染の心配もなく、顔も

合わせて快適でした。

再開できた教室ではもやもやした自粛生活からやっと抜け出

し、マスクをつけての練習ですが、仲間と一緒に練習できるよ

ろこびと熱気にあふれています。太極拳委員会からお詫びと訂

正です。天満教室6月で「閉講」と報じましたが「休講」としま

す。ただ、大都市での教室運営は会場の確保、会場費等が大変

でこれからは支部、地域に根差した活動に切替えていく必要を

感じています。大阪の関連教室は25教室、約500人が参加されて

います。来年の太極拳普及45周年記念表演会を目標に、参加準

備も進めていきたいと思います。 （常任理事・恒岡正勝）

コロナ感染化の中での
太極拳普及活動の現状について

議
案
書
の
補
強
発
言
で
す
。
堺

支
部
結
成
か
ら
３
年
、
話
あ
い
を

定
例
化
（
木
曜
日
・
月
一
度
）
を

図
っ
て
い
こ
う
と
し
現
在
実
現
で

き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
い
ろ
ん

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
き
て
学
習

会
を
企
画
し
、
次
回
は
地
震
問
題

を
取
り
上
げ
会
員
が
講
師
と
な
っ

て
く
れ
ま
す
。

堺
広
報
に
も
私
た
ち
の
行
事
が

載
り
、
そ
こ
か
ら
連
絡
が
来
ま
す
。

そ
し
て
会
員
拡
大
に
つ
な
が
り
、

ま
た
そ
の
人
の
人
脈
や
持
ち
味
で

ま
た
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

会
費
が
高
い
か
ら
と
入
会
し
て

い
な
い
方
に
は
、
支
部
ニ
ュ
ー
ス

を
配
布
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
机
二
の

事
務
所
も
あ
り
、
と
て
も
心
強
く

そ
こ
を
拠
点
に
新
聞
発
送
も
行
っ

て
い
ま
す
、
堺
市
の
国
際
交
流
課

と
も
連
携
を
と
り
、
コ
ロ
ナ
の
と

き
は
、
堺
市
も
積
極
的
に
支
援
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
藤
田
大
輔
）

堺
市
と
も
連
携

事
務
所
も
常
設

コ
ロ
ナ
禍
で
支
部
行
事
や
会
議

が
中
止
さ
れ
た
中
、
５
月
の
三
役

会
議
で
、
45
人
ま
で
来
て
足
踏
み

し
て
い
る
会
員
拡
大
を
、
一
気
に

50
名
達
成
へ
力
を
集
中
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
４
日
間
で
５
人
を
増

や
し
、
５
月
の
当
初
目
標
の
50
名

を
見
事
に
達
成
し
ま
し
た
。

私
は
城
東
生
健
会
事
務
所
で
日

中
友
好
協
会
の
話
を
し
、
こ
の
人

は
と
思
う
人
に
入
会
の
誘
い
を
し

ま
し
た
。
事
務
所
は
一
時
日
中
友

好
協
会
の
話
題
で
も
ち
き
り
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
入
会
に
距
離
を

置
い
て
い
た
役
員
が
「
日
中
友
好

協
会
に
入
会
す
る
」
と
向
こ
う
か

ら
言
っ
て
呉
れ
ま
し
た
。
こ
の
熱

気
は
城
東
生
健
会
に
新
な
活
気
を

も
た
ら
し
、
事
務
所
が
狭
く
な
り

今
月
中
に
広
い
事
務
所
へ
移
転
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

Ｍ
さ
ん
は
入
会
の
声
か
け
を
し

て
い
た
人
で
、
そ
の
時
は
「
考
え

て
お
く
」
と
の
返
事
で
し
た
。
先

日
、
バ
ッ
タ
リ
路
上
で
会
っ
た
Ｍ

さ
ん
が
手
を
振
り
な
が
ら
近
か
ず

い
て
来
て
「
佐
藤
さ
ん
、
日
中
に

入
会
す
る
わ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
「
中
国
を
も
っ
と
知
り
た

い
か
ら
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
昨

日
の
平
和
行
進
に
参
加
し
た
Ｍ
さ

ん
か
ら
入
会
申
込
書
を
受
取
り
ま

し
た
。
52
人
目
の
会
員
で
す
。

城
北
支
部
は
引
続
き
８
月
「
納

涼
の
つ
ど
い
」
10
月
「
飛
鳥
ハ
イ

キ
ン
グ
」
や
各
行
政
区
で
の
学
習

会
に
取
り
組
む
中
で
早
期
に
70
名

の
会
員
、
さ
ら
に
１
０
０
名
の
会

員
到
達
を
め
ざ
し
頑
張
り
ま
す
。

（
佐
藤
倫
理
）

力
を
集
中
し
て
会
員
50
人
を
突
破

行
事
開
催
で
早
期
に

会
員
70
人
を


